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環境部環境推進課長   

 

「集団資源回収の品目と出し方」のチラシに係る取材・報道について（依頼） 

 

このことについて，下記のとおり当該チラシを配布しているので取材・報道について，

よろしくお願いします。 

記 

１ 内容 

町会・自治会等で行っている集団資源回収について，該当する品目と出し方を説明

したチラシで，イラストを多用しわかりやすく視覚に訴えるものとしている。 

※集団資源回収とは，町会・自治会等の団体が，その構成する世帯の協力を得て集

めた資源物（古紙，リターナブルびんや空き缶等の金属類など）を回収業者に売却す

る活動であり，ごみの減量化・再資源化対策に寄与する市民活動です。 

 

２ 配布場所  

(1) 本庁舎および支所 

  ・本庁舎の iスペース 

・湯川，銭亀沢，亀田，戸井，恵山，椴法華および南茅部の各支所のロビー 

(2) その他 

  町会・自治会等の団体が，住民世帯への配布を希望する場合は，環境部から町会・

自治会等の団体へ希望部数を送付する。 

 

再資源化担当 佐藤，橋本  

電話 85-8238 

報 道 資 料 



資源回収の日：毎月 
 
       

★洗って、  

開いて、  

乾かして、   

ひもで束ねて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲注ぎ口がプラスチック
のものははずす 

×内側が茶色のものは
対象外  

集団資源回収の品目と出し方 
あなたの家庭から出た資源は、もう一度生活を支える製品として戻ってきます。 

回収日・回収方法については、お住いの町会・自治会へお問い合わせください。  

函館市環境部環境推進課でもお知らせします。  電話（０１３８）８５－８２３８   

※あなたの地域の回収日を 

記入して、見える所に貼る 

などご活用ください。  

◎新聞紙、折込チラシ 

★ひもで束ねて 

★販売所で配布する 

保管袋に入れても可  

 

新 聞 

▲テープなどは、  
できるだけはがす 

★たたんで、  

ひもで束ねて 

★箱にまとめても可  

ダンボール 

◎ダンボール箱、ダンボールシートなど 

▲付録のＣＤ、  
シールなどは 
はずす 

★ひもで束ねて 

雑 誌 

◎書籍、週刊誌、単行本、教科書など 

★紙袋に入れて 

★ダンボール箱に入れても可  

雑がみ 

◎食品の空き箱、封筒、はがきなど 

紙パック 

◎牛乳、ジュースのパックなど 

 (内側がアルミのものも対象) 

プラスチックの 
空き箱  

◎ビールの箱  

★排出物とわかるように 

張り紙などで表示  

★軽くすすいで、割れないように、  

ダンボール箱か透明なビニール袋に入れて 

リターナブルびん※ 

◎一升びん（茶色、緑色のみ）  

 ビール、ジュースのびんなど 

×ワインのびんや 
ワンウェイびん (１回の使用
で廃棄されるびん  栄養ドリ
ンクのびんなど）は対象外  

※洗浄して、再び中身を 

詰めて商品化されるびん  

◎ジュースやビール、缶詰、お菓子のかんなど  

金属類 

◎なべ、やかん、フライパンなど 

※スチールの本棚や脚立、鉄柵などを回収する業者もあります。  

空き缶や調理器具以外の品目は、回収業者に確認してください。  

★軽くすすいで、スチール缶とアルミ缶に分け、  

透明なビニール袋に入れて ★透明なビニール袋に入れて 

×ガラス製のなべのふたは対象外  

資源に 

かえーる♪ 

※集団資源回収は、町会に未加入の方も利用できます。  集団資源回収に  
ついて 

回収日と 
回収方法  

くわしい品目は裏面をご覧ください 

×一部除外品あり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

雑がみの品目と出し方 分別に迷ったら 
こちら 

★雑がみは、散乱しないように「紙袋」か「ダンボール箱」に入れて出してください。 

◎雑がみを入れる紙袋がない時は、こちらの「作ってみよう！紙ぶくろ」に 

ぜひ挑戦してみてください！  

 このチラシは 

リサイクルできます。  

※コーティングされた紙袋には入れないでください。  

令和８年３月作製／函館市環境部環境推進課  電話（０１３８）８５-８２３８  


